
「話があり、和をもち、
　　　　そこに大きな輪をまわそう」
 ～心を耕し、心に種をまき、奉仕の花を
　　　　　　　　  皆の心に咲かせよう～

2025-26 ＲＩテーマ 2025-26 クラブテーマWEEKLY
Club of Toyohashi

RI D2760 1950年8月10日創立

会員研修について
「豊橋ロータリークラブの伝統について」

Ｒ情報・ラーニング委員会担当

第12回（通算3642回）2025年10月9日

　３月初旬、ご自宅に伺い奥様に撮影
をお願いしたところ、病み上がりなの
で少し待って欲しいと言われ、４月末
に少し元気になってきたので撮影させ
ていただきました。須見さんは高校生

の頃、大変絵が上手く画家になろうと思われていたとの
ことです。その後、脳梗塞を患われてからは例会には出
席できなくなりましたが、それから10年間会員として在
籍されました。ご葬儀の時にはこの写真を使われました。

　本日の「豊橋ＲＣの伝統について」
の講話依頼があり、色々と思案した結
果、24年前に写真家の西澤豊氏に撮
影していただいた「西澤豊写真展」の
写真を紹介しながら進めていきたいと

思います。お亡くなりになられた方もご存命の方もい
らっしゃいますが、お一人ずつへのコメントを通して、
豊橋ＲＣの伝統をお伝えできればと思います。
（※年齢・役職は撮影当時）

豊橋ロータリークラブの伝統について 宮田 正人 会員

須見 興太 氏　62歳　（株）スミ電機工業所 代表取締役

小坂 英一 氏　67歳　東三河懇話会 副会長

石川 和昌 氏　68歳　渥美運輸（株） 代表取締役会長

長屋 孝美 氏　65歳　医療法人 善恵会 長屋病院 理事長

　撮影には奥様と麻衣子会員が立ち
会ってくださいました。麻衣子会員と
は初対面でしたが、撮影後に紅茶をい
ただきながら西澤氏の写真に対する考
え方に話が弾みました。肩書き等で誰

が写っているかに焦点を当てた写真展ではなく、写真そ
のものの魅力を感じられる素敵な写真展にしたい旨をお
伝えしたところ、写真の下に名前を入れない方が良いの
ではとアドバイスをいただきました。お父さんの一雄先
生は写真が趣味で、カメラもたくさんお持ちでしたが、
今はひとつも残っていないとのことです。この写真は長
屋先生のおおらかさが表れていると感じています。

れました。アメリカで３年間勤務されたのち、奥様と結
婚して豊橋へ移られました。奥様は、400年前に京都の
殿様に仕えて江戸に参ったという仏師の家柄のご出身だ
そうです。豊橋青年会議所に入会された当初は「農業の
青年会」だと思っていたとか。お父様の勧めで入会され
たものの、しばらくは出席もあまり良くなかったそうで
す。ところが、国際委員長を務められた頃から活動が一
気に面白くなり、その後は日本ＪＣにも10年間出向さ
れました。「ロータリークラブというのは、芯はしっか
りと保ちながら、その周囲には車のハンドルにある「遊
び」のような余裕も必要だと思います。クラブというの
はメンバーシップを大切にし、どこか優雅さを持ちたい
ものですね」と語る磯村さん。クラブに対するその思い
に、穏やかながら確かな信念を感じます。ちなみに、
Ｓ.Ａ.Ａ.のコスチュームは、磯村浩隆さんが森泰樹さん
の体型に合わせて東京で仕立てたものなのです。撮影後
ロータリアンの葬儀に参列する際、ラペルピンを付けて
行ってよいか尋ねたところ、浩隆さんは「あなたはロー
タリーをステータスだと思っているのではありません
か。お仲間の印なのですから当然付けて行くべきです
よ。できればシルバーが良いですね」と言われました。
その言葉には、ロータリアンとしての誇りと温かい友情
がにじんでいます。

　撮影は家族ぐるみで仲の良かった須
見さんのお宅です。小坂さんは東日新
聞の社長をされていたとき、地方新聞
二紙をひとつにしようと尽力されまし
たが、想いが叶わなかったことを残念

に思われていました。

　４月17日、ご自宅に伺い取材のお
願いをしたところ、ロータリアンのお
願いならと奥様とともに快くご了承い
ただきました。撮影はご自宅の応接間
にて行われました。奥様がご不在のた

め、石川氏がご自身で紅茶を入れてくださいました。こ
ちらの写真は、撮影の前年に建てられたご自宅です。当
初は息子さんたちのために建てようと思われていたそう
ですが、息子さんたちから「先の短い人が新しい家に住

めばいい」と言われ、ご自身が住むことに。そこでバリ
アフリー仕様で建てられました。ところが昨年の暮れ、
水たまりを避けようとして滑り、脚を複雑骨折。早速バ
リアフリーの家が役に立ってしまったとのことです。応
接間の椅子とテーブルは、台湾の友人に依頼して作って
もらったマージャン台だそうです。ところが一度対局し
て負けて以来、使うことはなくなったそうです。

磯村 浩隆 氏　66歳　真田工業（株） 代表取締役会長

　３月の例会で案内文をお渡しした際
は一旦ご辞退されましたが、後日お電
話にて趣旨をご説明したところご理解
をいただき、ご自宅の食堂で撮影を行
いました。大学では「美学」を専攻さ

- 1 -



　４月17日、ご自宅に伺い取材のお
願いをしたところ、ロータリアンのお
願いならと奥様とともに快くご了承い
ただきました。撮影はご自宅の応接間
にて行われました。奥様がご不在のた

め、石川氏がご自身で紅茶を入れてくださいました。こ
ちらの写真は、撮影の前年に建てられたご自宅です。当
初は息子さんたちのために建てようと思われていたそう
ですが、息子さんたちから「先の短い人が新しい家に住

　３月の例会にて案内文を手渡しし、
快諾いただきました。翌日の午後、奥
様臨席のなかでご自宅和室にて撮影を
行いました。「ロータリーのお役を
きっちりやっていれば、皆が見ている

よ」とアドバイスをいただきました。

めばいい」と言われ、ご自身が住むことに。そこでバリ
アフリー仕様で建てられました。ところが昨年の暮れ、
水たまりを避けようとして滑り、脚を複雑骨折。早速バ
リアフリーの家が役に立ってしまったとのことです。応
接間の椅子とテーブルは、台湾の友人に依頼して作って
もらったマージャン台だそうです。ところが一度対局し
て負けて以来、使うことはなくなったそうです。

　３月の例会で案内文を手渡ししたと
ころ「なぜ私が」と言われ一度はお断
りされましたが、後日あらためて趣旨
をご説明し、ご理解のうえでご承諾い
ただきました。撮影は豊橋鉄道本社２

階の廊下および会議室にて行いました。雑談の中で伺っ
たところ、石垣さんは静岡のご出身で豊橋鉄道に40年
以上お勤めになり、鉄道の第一線で活躍してこられたと
のことでした。カーシュ展は奥様とご一緒にご覧になっ
たそうで、肖像写真を撮ることにも面白さを感じておら
れました。

松井 英治郎 氏　68歳　大三紙業（株）代表取締役社長

石垣 幸蔵 氏　68歳　豊橋鈇道（株）代表取締役副会長

　４月初旬に会社に伺い承諾いただき
ました。翌日、会社事務所にて撮影を
行いました。西澤さんのアイデアで杉
江会員のご職業に合わせ、法被を着て
写す。アーチザンがお仕事で暖簾を依

頼するも、「できることはやる。できないことはできな
い。デザインは口出さない。良いものにしたいならわし
のできることを要求すること」とお話しいただき、染め
物で字が潰れない様に大きくすることなどを丁寧にアド
バイスいただきました。

杉江 秀介 氏　69歳 　完和萬染（株）代表取締役

　４月中旬に自宅に伺い依頼。奥様
共々了解いただきました。ご自宅の書
斎・居間にて撮影を行いました。奥様
は私どもが帰るまおつきあいください
ました。撮影後、神野さんは外で待機

していたセンチュリーに乗り込み、お出かけになりまし
た。まさに運転手付きの大社長らしい風格でした。書
斎・居間には森清治郎、片岡玉子、野田弘、森緑翠、中
村正義、大森運夫等々の絵画とご自身の絵が飾られてい
ました。

神野 信郎 氏　70歳 　中部瓦斯（株）代表取締役会長

　河村修会員の義父であられます。４
月中旬、自宅に伺い、奥様共々了解い
ただきました。ご自宅の設計士はこの
地方で何件か設計をされているそうで
す。東面に戸袋設置の壁がなく、京都

で昔から行われた手法で庭側に濡れ縁をかね、雨戸を引
き出し、仕切りとしてすばらしい空間構成でした。こち
らの松などの手入れができる庭師は豊橋にもう３人しか
いないと言われました。

奥様：良い企画ですね。貴方はアイデアマンだから。都
市デザイン賞もとられたのですね。ご自分の事務
所も一緒にコマーシャルしてたわね。

宮田：設計の仕事もこんな時代ですからＰＲしなければ
ならないと思っています。

 
小田 公平 氏　71歳 　旭精機（株）代表取締役会長

　４月下旬、病院に伺いしお願いしま
したが、ご長男を亡くされて間もな
く、その事を苦慮され、その時にはご
承諾いただけませんでした。宮田もそ
のことは重々承知の上でこの日までお

願いを待っていた旨をお伝えしました。その夜、電話に
て奥様とご相談の上、いつまでも沈んでいてもいけない
ので嬉しくお受けしますとのことで、承諾いただきまし
た。ご自宅の居間で、奥様が服装を気にかけてくださり
タキシードを着て撮影を行いました。ご長男の遺影の前
で写していただいたことは本当に良かったと言ってくだ
さいました。撮影後に奥様がデジカメで我々３人を撮っ
てくださいました。

 
梅林 昌彦 氏　71歳　レディースクリニック梅林病院　院長

　３月20日、創造大学図書館前の庭
で撮影を行いました。西澤氏が撮影し
ている間、宮田は離れた場所で待機。
撮影後「よしき」にて中村先生よりご
馳走になりました。中村先生は若い頃

から写真の趣味があり、西澤さんのローライフレックス
は憧れのカメラだったそうです。またドイツにおいて写
真の賞をとられたこともあるそうです。また刀剣につい
て熱田神宮で講演もされています。

 
中村 敬一 氏　72歳　豊橋創造大学短期大学部教授　

　石川さんはガバナー補佐をご経験さ
れました。３月例会にて案内文を手渡
し、後日電話にて確認しました。３月
下旬、向山事務所にて撮影を行いまし
た。撮影に影響を与えない様、宮田は

奥様とお話をしていました。談笑では、次男が結婚し、
野村総合研究所を退社して、来年豊橋に帰って来るので
３階の造作をしたいそうで、５月の連休に打ち合わせを

 
石川 孝司 氏　72歳　（株）向山　代表取締役社長 

したいとおっしゃいました。ご長男の長女は椙山女学園
大学附属小学校に入り、絵の世界を目指したいそうで、
動物を描いた絵がすばらしかったです。
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　３月例会にて息子さんである紅林友
昭会員に案内文を依頼しました。後日
電話にてご承諾をいただきました。４
月上旬にご自宅前と和室にて撮影を行
いました。掛け軸は山口蓬春の「鍾馗

（しょうき）」だそうです。お父さんが50年程前、戦
後まもなく購入されたとのことです。紅林さんは脳内出
血で時々ふらつきがあるとのことでした。
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大学附属小学校に入り、絵の世界を目指したいそうで、
動物を描いた絵がすばらしかったです。

　３月例会にて案内文を手渡しまし
た。「私などとんでもない」と一旦は
断られましたが、芸術にご理解をとお
願いし、また後日電話にてお願いし承
諾していただきました。４月上旬、ヤ

マト楽器店、広小路店地下にて撮影を行いました。「百
人百景」の時「あの人が載っていてなぜあの人が載らな
い」等々言う人がいたが、あなたはどう考えているかと
問われ、「名士」や「芸術家」にお願いをするというの
ではなく、企画文のごとく宮田個人の偏見で、芸術的観
点から気になる方にお願いしている旨を伝えました。雑
談中、本企画の費用についてご心配いただきました。

紅林 辰郎 氏　72歳　紅林醤油（株） 代表取締役社長

石田 康太郎 氏   75歳   （株）ヤマト楽器店  代表取締役社長

　４月上旬、ご自宅にて撮影を行いま
した。宮田は時々雑談し、沖縄へ戦友
の残した無線機を探しに行ったが見つ
からなかった話を伺いました。戦後、
手袋製造を始め、その後奥様のご実家

である深見工業に指導を仰ぎ、鉄工業を始められたそう
です。現在はご長男が継がれているそうです。

伊藤 松太郎 氏　80歳　（有）協立精機　代表取締役

　３月末の例会にて息子さんである髙
須博久会員に案内文を依頼しました。
４月中旬、ご自宅応接室にて撮影を行
いました。宮田は博久会員と雑談をし
ていました。髙須さんの活動は全国で

あり、有名人病だそうです。豊橋の人たちは同族が多い
そうです。

髙須 元治 氏　80歳　（株）豊川堂　代表取締役会長

　ご自宅に伺い奥様に案内文を依頼
し、夜電話にて承諾をいただきまし
た。翌日、ご自宅前庭にて運動姿で撮
影を行いました。西澤さんが裸の姿を
撮りたいと希望されました。内藤さん

  
内藤 周次 氏　 80歳 　豊橋洋蘭園　園長

　ご長男の奥様にご依頼し、ご本人よ
り電話にて承諾をいただきました。
「百人百景」が和服だったので、若奥
様が洋服が良いと言われましたが、奥
様は和服が良いとでした。奥様は「あ

なたは、うちの嫁と親しいのですか。この家ではまだ私
の言うことの方が通ります。和服でお願いします」との
ことでした。撮影後、奥様と若奥様と一緒に雑談をしま
した。昭和33年頃、研究論文を持って豊橋駅のホーム
から線路に転落し、一命をとりとめ、森澄先生に手術を
してもらったお話を伺いました。

 　　
久曾神 昇 氏 　90歳　愛知大学　理事

　４月中旬、自宅に伺い依頼した際は
「考えておきます」とのことでした
が、翌日電話にて承諾をいただき、会
社前の楠木をバックに撮影を行いまし
た。宮田の推薦者であり、その職業を

代表する人を推薦したいと言われました。「良い企画で
すね。企画・依頼文は無駄な言葉がひとつもなく、簡潔
ですばらしい文でした。ロータリーは現在、会員数が増
えており、その分活動への温度差も感じられますが、す
ばらしい方と接していくことです。総ては人と人の繋が
りです。この企画はそういう意味でもとてもよいことだ
と思います」と言っていただきました。
　また「中世古町の楠木は、戦時中に豊橋商業高校のと
ころから兵隊が訓練のため豊川まで鉄の船を運んだ狭い
道を戦後拡幅し、そこに小さな楠木を植えたものです。
こんなに大きくなって『豊橋の木』になりました。その
前で撮るのはいいですね」ともおっしゃっていました。
　娘さんのお見合い写真を、ご長女の時は豊橋で撮影さ
れ、なかなか決まらなかったそうですが、ご次女の時に
は東京銀座のイガラシ写真館で撮ったそうです。そうし
たら、縁談が直ぐ決まったそうで、写真の違いを感じた
そうです。自分も撮ってもらった時、お医者さんの様に
白衣を着たアシスタントが格好を決めてくれ、回転椅子
に座ってカメラの前に来た時、一瞬カメラの方を見て
シャッターをきるというやり方だったそうで。色々考え
るものだと感心したそうです。
西澤：私はえらい人を回すなんて失礼なので私が回って

撮らせていただきます。
花田：今日の写真はきっと良く撮れていますよ。
　その後も、ロータリーでは職業分類が「建築設計」
で、建築会社だが設計が優れているのでというお話を伺
いました。また、ゴルフ封印のことや、奥様のこと。米山
梅吉翁のこと、日本のロータリークラブを大切にというこ
と、ガバナーの役割などのお話をしてくださいました。

 
花田 利雄 氏　83歳　（株）花田工務店　代表取締役会長

より戦争のお話や運動のお話を伺い、卓球をしました。
そのご縁で私もその後10年間卓球をご一緒させていた
だきました。
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お誕生日おめでとうございます
池田 至 会員（10月11日生）　　 権田 隆実 会員（10月16日生） 
金子 幸義 会員（10月21日生）　 山口 尚志 会員（10月21日生） 
長屋 麻衣子 会員（10月22日生）　

■伊藤晴康Ｒ情報・ラーニング副委員長、三浦委員長代行
ありがとうございます。そして宮田正人会員、本日のお
話を楽しみにしております
　井川 和英 会長　山本 貴浩 幹事
■本日、「豊橋ロータリークラブの伝統について」スピー
チさせていただきます。プレッシャーかかっています
　宮田 正人 会員
■宮田会員のスピーチ楽しみにしております
　黒谷 尚弘　縣 政行　　松坂 良太　紅林 友昭　福井 敬
　井口 貴嗣　野寄 誠三　伊藤 恭三　伊藤 健一　河合 珠美
　各会員
■10月６日（月）平尾カントリーにて地区主催のポリオ
根絶ゴルフコンペが行われました。100万円も超える募
金を集めることができました。ご参加いただきましたメ
ンバーの皆様ありがとうございました
　久保田 充三 会員
■10月６日（月）平尾カントリーにてポリオ根絶ゴルフ
コンペが行われました。160名を超える参加者から佐々
木会員がポリオデー当日賞に入賞されました。お疲れ様
でした
　宮田 正人　佐々木 利政　岩瀬 清　井上 泰宏　伊藤 健一
　村雲 晃　各会員
■皆様方のご協力により朝倉川育水フォーラムの活動資金
として77,000円いただきました。ありがとうございます
　高橋 豊彦 会員
■令和７年地価調査結果の資料を送付させていただきまし
た。皆様の業務のお役に立てば幸いです。今後ともよろ
しくお願いいたします
　小笠原 貴洋 会員
■三浦委員長に代わり、本日の卓話の主旨説明をさせてい
ただきます
　伊藤 晴康 Ｒ情報・ラーニング副委員長
■昨日、石黒功会員本社にて、健康セミナー「人体の自
然」に添う食として長谷山俊朗先生のお話を聞きまし
た。教えは、野菜、果物だけ食べなさいですが、今日も
肉食べてます
　伊藤 健一 会員
■入会25年目にしてはじめてニコニコの発表をさせてい
ただきました
　福井 敬 ニコニコ委員
（順不同)

岡村 正造 出席委員出席報告
当日出席者 79名
総会員数 110名

計算会員数　97名中18名欠席
出席率  81.44%

福井 敬 ニコニコ委員ニコニコBOX

１．豊橋ＩＡＣ創立60周年記念式典が開催されます。
　　10月19日（日） 10：45～　ホテルアークリッシュ豊橋

会長報告

１．次週16日の例会は休会となります。

幹事報告 山本 貴浩 幹事

事務局：豊橋市花田町石塚42-1  豊橋商工会議所内
写真の閲覧はこちらから▶

委員長挨拶・主旨説明 伊藤 晴康 Ｒ情報・ラーニング副委員長

 よく「伝統の豊橋ロータリークラブ」と
言われますが、単に創立が古いだけでは
ないと思います。そこには、歴史の中で
創り上げられてきた数々の出来事や先人

たちの活躍、語り継がれ実践されてきた美徳、作法な
ど、豊橋ＲＣとしての文化、風土が数多く存在すること
と思います。このような豊橋ＲＣの創立の精神、歴史、
ロータリーの理念・目的、活動内容をクラブ会員に理解
していただくことにより、クラブ活動への積極的な参加
及び活発な活動につながることと期待いたします。
　講師の宮田正人会員は1989年に豊橋ＲＣに入会さ
れ、長年活躍をされています。豊橋ＲＣへの知見、見識
はたいへん深く、本日の例会を通してしっかり学んでい
ただき、今後に活かしていただければ幸いです。

歌
「赤とんぼ」

ソングリーダー 久保田 充三 会員

 

NPO法人 朝倉川育水フォーラム記念誌発行にあたり
高橋 豊彦 会員

　平成７年の設立以来、豊橋RCの皆様
にも支えられ、30周年を迎えることが
できました。節目に記念誌「朝倉川の水
の育てかた」を発刊致しました。

　また、「朝倉川流域ビジョン2025」を掲げましたの
で、皆様にもご一読いただき、今後もご支援賜りますよ
う、お願いいたします。

会長挨拶 井川 和英 会長

　ニュースでご存じの通り、今回のパナ
ソニック社のリストラは１万人、全従業
員の５％にあたります。加えて今回は不
景気のリストラとは意味合いが違い、最

終黒字を確保している黒字リストラであり、将来のため
に組織構造を見直すという戦略的な人員整理です。終身
雇用は過去のものとなり、これからは企業の存続や株主
のためならいつでも人員削減をする時代に突入したのか
もしれません。さらにＡＩの領域も増えていく中だからこ
そ、これからの時代を生きていくことや企業経営・職業
奉仕について考える必要があると考えます。

　

●10月30日（木）卓話「話して伝える」
●11月６日（木）卓話「ロータリー財団寄付と、その奉仕活動へ
　　　　　　　　　　の活用の仕組み（仮）」
●11月９日（日）ＲＩ第2760地区 地区大会

10月23日（木）結婚記念祝例会

例会予定

次回のプログラム
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